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１． 概要 

２０１０型リークライトは、ピッコロやフルート及びその他の木管楽器や金管楽器の検査・修理の時 

に使うライトです。 

 ライトは高輝度 LED を、表裏に計２３個並べたタイプです。 

２０１０型は、電源アダプター（①）、調光器（②）、延長ケーブル（③）、リークライト（④）から構

成されています。 

                   全体の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① アダプター ・・・・家庭用のAC１００VからDC１２V に変換する電源アダプターです。 

② 調光器・・・・・・ 電源の ON/OFFスイッチと明るさ調整用のロータリースイッチを備えた 

アルミボックスです。 

③ 延長ケーブル・・・ 調光器からライトに電源を供給するケーブルです。 

④ リークライト・・・ リークライト本体です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．使い方 

 2－1．電源と調光器の接続 

電源アダプター（①）の出力プラグコネクター（A）を調光器（②）の裏パネルにある「IN」のレ 

セプタクルコネクターに差し込みます。 

調光器の裏パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2－2．調光器と延長ケーブルの接続 

延長ケーブル（③）の片端のコネクター（B）を調光器の裏パネルにある「OUT」のレセプタクル 

コネクターに差し込みます。 

 2－3．延長ケーブルとリークライトの接続 

   延長ケーブルのもう一方のコネクター（C）をリークライト（④）のレセプタクルコネクター（D） 

   に差し込みます。B と C のコネクターは全く同じものですのでどちらを使っても構いません。 

 2－4．電源の供給 

   電源アダプターをAC１００Vのコンセントに差し込みます。 

 2－5．リークライトの点灯と明るさの調整 

   調光器の表パネルのトグルスイッチを上（「ON」）に倒します。右の赤色 LED が点灯します。 

   ライトの明るさは右のロータリースイッチを回すことで調整できます。 

   右に回して、回し切ると最大です。左に回して、回し切ると最小です。 

   このロータリースイッチは精密で、軽く回せるように作られていますので、強い力で回さないよ 

うにしてください（注意！！）。 

調光器の表パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 2－6．リークライトの点灯状態 

   正しくケーブルが接続され、リークライトに電源が正しく供給されると写真のように点灯します。 

   これで使用できる状態になりました。 

   長く点灯したままにするとライトが熱くなってきます。 

電源はこまめに切るようにしてください（注意！！）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2－7．消灯 

   使い終わったら、調光器の表パネルのトグルスイッチを下に倒します。右の赤色 LEDとリークラ 

イトが消灯することを確認してください。 

 2－8．電源を切る 

   使わないときは、必ず電源アダプターをAC１００Vのコンセントから外してください（注意！！）。 

 2－9．保証期間 

   保証期間は 1年間です。取扱上の問題が無く故障したときは、無償で修理します。 

   1 年間を過ぎた場合は実費にて修理を引き受けます。 

以上 

 


